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思いやり算 

 

校長 白倉 秀樹  

 

 ６月になり、梅雨の季節がいよいよやってきました。５月１０日の引渡し訓練では、多

くの保護者の皆様に御協力いただきました。改めて感謝申し上げます。あいにくの天気と

なり、避難訓練からの引き渡し訓練とはなりませんでしたが、校内に 1400 人に近い人数が

いた中、落ち着いた訓練となりました。５月１５日に地震を想定した避難訓練を実施しま

した。学級数が昨年度より多くなりましたが、避難完了までの時間は昨年度と同程度の内

容でした。災害はいつ起こるかわからないものです。避難行動の精度を高めていきたいと

考えております。 

 また、５月から校外行事が本格的に始まり、学校では校外学習が行われました。物価高

が叫ばれている中、交通費も例外なくその影響を受けています。そういった中で子どもた

ちの貴重な学びの機会を確保するために、保護者の皆様に御協力いただけることは大変あ

りがたいことです。子どもたちが真剣に楽しみながら学んでいる姿を見るたびに、実施で

きて良かったと実感している次第であります。 

さて、６月はいじめ撲滅月間です。校内でも、校長講話や道徳の時間を利用し、子ども

たちの意識を高める取組を実施します。昨年度いじめの定義について学校だよりでお示し

いたしましたが、すべての集団生活の中で該当者本人に関係あるなしに関わらず起きた出

来事や行動、言動について、該当者本人が嫌だと感じた出来事がいじめと認定されます。

こういった状況において問われるのは、集団生活の中におけるコミュニケーションスキル

や道徳的価値とも言われるモラル意識を認識し活用しているかということです。これは、

現実世界だけでなくＷｅｂ上でも同じことが言えます。 

みなさんは、「思いやり算」というＣＭを御存じでしょうか。２０１２年度の公益社団法

人ＡＣジャパンのＣＭです。まずは内容について御紹介します。  

 

 

 

 

 

 土合小学校には、この考え方をもつ子どもたちがたくさんいます。このＣＭは最後に「そ

れは人を笑顔にする算数、思いやり算。ほら、やさしいでしょ」という言葉で締めくくら

れます。自分の考えを主張することだけでなく、人とどう関わっていくのかということも

大切にしなければならないと実感させられる内容です。 

本校にはボランティア活動に参加してくださっている方がいます。学校として大変あり

がたい存在です。このような活動が学校だけでなく地域や社会全体に広がることが大切で

あり、ボランティア活動を行う大人の姿を見せることが子どもたちの次につながり、いじ

めがない社会が築かれるのではないでしょうか。 
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さいたま市立土合小学校 学校のシンボル 

くすの木 

○たし算・・・たすけあう  バスから降りるお年寄りの手助けをする 

○ひき算・・・引き受ける  ベビーカーをもって歩道橋を渡ることを引き受ける 

○かけ算・・・声をかける  落ち込んでいる少年に声をかける 

○わり算・・・わけあう   雨がふってきたので、傘をわけあう 


